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いった主張につ ては、再考の余地がある し、その形や類似した形状を持つ印章群からそれらが日宋貿易で輸入した青銅器あるいは陶器 模したものであり、源流が足利政権初期 あるということを裏付けるとと に、伊達政宗の印章 印文不明となって る黒印の印文に いて、新たな見解を示したいと考えている。
Ⅰ印章の歴史
印章を考えていく上で、印章がどのような役割で使用されて
きたかというのは、最も重要な研究の下地である。伊達政宗の印章を考察していく前に印章というものがどういった性質で誕生し、変遷してきたか考える必要があり、本節では、印章の歴史を古代の発端まで遡って整理を行いたいと思う。また日本の文書で印章より多用され たのが、花押である。印章を研究していくうえで 花押の存在を蔑ろにはできな 。両方を比較し、その機能に触れていきたい。
まず印章だが、古代中国で紙普及以前から存在し使用されて
いた。当時の印の使用方法は封泥としてであり、封蝋と同様な方法で中国古代 文書類あるい 貴重品を封緘するために木簡の文字面を合わせ紐でくくり、溝が穿たれ粘土をもって印 捺して封じた。印は最初紙 はなく 木簡を並べ 絹や麻 より糸で綴った文書に使用されていた。紙は中国後漢には普及して使用されており、木簡から紙面に変遷する過程で封泥 使用していた印章も変化し とされている。それは封泥を捺していた
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粘土は立体的であったが、紙面は平面的であるので、封泥の印をそのまま捺すのは適当ではないので紙 用の印章が生まれることとなったという が先行研究上で 認識
ⅱ
ではあるが、封










それによると印章は文書の文面に記された状、物数、年月日、官吏の署名、紙の継ぎ目、時刻を記したところすべてに捺印するようにと書かれており、こ らは「押縫」 呼ばれ、こ 頃、文書の改ざんや紛失を防ぐために印が使用されてい こ らの印は全て方印である。
私印の発生は奈良朝『続日本紀』天平宝字二年（７５８年）













































形態上から東北地方的な色彩が濃厚である。 （中略）ここで注意される印章は隣国の出羽山形城主最上義光の印章であって、香炉型ではあるが、これも意匠的に東北特有 地方色が濃厚にあって、政宗との関係も深く従って政宗印とも相通じるものが る。 」 （図１）
















香炉印判を「亀ヶ岡式縄文土器を連想する」としているが、とここで先行研究を批判的に再検討するにあたり実際はどこから香炉型の意匠が発生したのかを考える必要がある。たしかに亀ヶ岡遺跡から出土した土器は独特な入組文様が描かれ、そういった面では最上の 章などはそういった趣向が似てい と言われれば、そうとも捉えられるような気がしてくる 、しかし印章が再び古文書に使用されるようになったのは宋からの影響を受けている事実は、先行研究でも明らか 部分であり、そもそも亀ヶ岡遺跡が発見された が元和８年（１６２２年）であることから、香炉型もしくは鼎型と呼ばれる印章が宋からの輸入品であった青銅器や陶器から形を模して が作られたというのはなんら不思議なことではない。 青銅器お び陶器とこれら香炉型の印を比較してみる。
東北の大名とともに、東北以外の香炉型の印章も併せて見て









































































































とはいえないが、 おそらくは一字の漢字であると仮定して「𠂤」の字で な かと推測をつけ、字を比較した。 「𠂤」の篆刻に類似しているが、 「𠂤」の字にしては下にひとつコの字が多く、右側に一本多い。右側に突き出た一本はおそらく装飾でそうしているとしても、コの字の下に入っ 縦の画が余分にある。
次に「臣」の字を比較してみたが、ノ部であろう上のはらい









判状について、伊達政宗の発給文書について機能との関連を中心としてみて きたいと考えている。香炉印でも触れた上杉との関係性を鑑 、両者の印判状を比較すること 伊達政宗の印判状についてどう った機能を有していたか、さらには伊達政宗が慶長使節団の際、発給したローマ教皇宛て朱印状に捺された印章とともに例外的なそれらに研究を深めていき い 考えている。参考資料『仙台市史』
　
伊達政宗文書
李学勤、松村道雄「中国美術大全集４
　
工芸編青銅器１」一九九六
年
　
株式会社京都書院
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李学勤、松村道雄「中国美術大全集１
　
工芸編陶器１」一九九六年
　
株式会社京都書院
李学勤、松村道雄「中国美術大全集１
　
工芸編陶器２」一九九六年
　
株式会社京都書院
『書の日本史〈第９巻〉古文書入門
　
花押・印章総覧・総索引』
 一
九七六年
　
平凡社
参考文献佐藤進一『古文 学入門』法政大学出版
　
一九九七年
佐藤進一『花押を読む』平凡社
　
一九八八年
神野雄二『日本印史とそ 特色 国語国文研究と教育
　
二〇一〇年
荻野三七彦『印章』吉川弘文館
　
一九六六年
山室恭子『中世の中に生まれた近世』
　
株式会社講談社
　
二〇一三年
相田二郎『戦国大名の印章―印判状の研究』名著出版
　
一九七六年
青山杉雨監修『篆刻字典』東方書店
　
一九九三年
　
奈良国立博物館 坂本コレクション
　中国古代青銅器』二〇〇二年
　
───────────────ⅰ
　
荻野三七彦『印章』吉川弘文館
　
一九六六年
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佐藤進一『花押を読む』平凡社
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ⅴ
　
同
ⅵ
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ⅶ
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ⅷ
　
小林清治「伊達政宗の研究」吉川弘文館
　
二〇〇八年
